




















































注から 124 条 6，『建康実錄』から１条 7，『北堂書鈔』から２条 8，『藝文類聚』
から５条 9，『事類賦』注から１条 10，『太平御覽』から９条 11，『書叙指南』
から１条 12，『何氏語林』から１条 13，『史記正義』から１条 14，『一切經音義』


























































































































































































西晉・陳壽〔撰〕『三國志』（中華書局  1959 年）
劉宋・范曄〔撰〕『後漢書』（中華書局　1965 年）
梁・沈約〔撰〕『宋書』（中華書局 1974 年）
唐・房玄齢等〔撰〕『晉書』（中華書局  1974 年）
唐・虞世南〔編〕『北堂書鈔』（文海出版社  1962 年）
唐・歐陽詢〔撰〕『藝文類聚』 ( 上海古籍出版社 1982 年 )




唐・徐堅等〔著〕『初學記』（中華書局  1962 年）

























（裴松之注１）……『三國志』卷一武帝紀，152 ～ 153 頁
（裴松之注２）……『三國志』卷十三鍾繇華歆王朗傳，1224 頁
（裴松之注３）……『三國志』卷三十二先主傳，2347 頁




















（裴松之注 23）……『三國志』卷四十六孫策傳，2861 ～ 2862 頁
（裴松之注 24）……『三國志』卷四十六孫策傳，2874 頁












（裴松之注 37）……『三國志』卷四十七吳主傳，2941 ～ 2942 頁






























（裴松之注 67）……『三國志』卷五十一孫奐傳，3135 ～ 3136 頁
（裴松之注 68）……『三國志』卷五十一孫賁傳，3137 ～ 3138 頁
（裴松之注 69）……『三國志』卷五十一孫賁傳，3138 頁






























（裴松之注 99）……『三國志』卷五十六朱治傳，3356 ～ 3357 頁
（裴松之注 100）……『三國志』卷五十六朱然傳，3362 ～ 3363 頁
（裴松之注 101）……『三國志』卷五十六呂範傳，3368 頁
（裴松之注 102）……『三國志』卷五十六呂範傳，3372 頁
（裴松之注 103）……『三國志』卷五十六呂範傳，3373 ～ 3374 頁
（裴松之注 104）……『三國志』卷五十七虞翻傳，3386 頁
（裴松之注 105）……『三國志』卷五十七虞翻傳，3388 ～ 3389 頁
（裴松之注 106）……『三國志』卷五十七虞翻傳，3403 頁
（裴松之注 107）……『三國志』卷五十九孫登傳，3492 頁







































































































































































33　 本 論 文 注 11 所 引『 太 平 御 覧 』 卷 三 百 十 七・ 兵 部 四 十 八・ 攻 圍 上， 同 卷
四百九十六・人事部一百三十七・諺下参照。
34　本論文注 11 所引『太平御覽』卷四百九十六・人事部一百三十七・諺下参照。
35　『太平御覽』卷二百六十三・職官部六十一・治中には
　　　 部耆舊傳曰︰柳琮字伯騫。爲治中，與人交結，久而 親，其所拔進，皆世所稱，
　　　致位牧守。鄉里爲之語曰︰「得黃金一笥，不如柳伯騫所識。」
　とある。
36　『華陽國志』巻十上・先賢士女揔讚には
伯騫推賢求善如飢　柳宗字伯騫，成都人也。初結九友共學，號九子。及爲州郡
右職，務在進賢。拔致求次方、張叔遼，王仲曽，殷智孫等，終至牧守。州里爲
諺曰：「得黄金一笥，不如爲伯騫所議」。舉茂才爲陽夏太守。
　とある。
37　安田二郎前掲書などを参照。また，河野六郎〔研究代表〕「三國志に記された東ア
ジアの言語および民族に關する基礎的研究」（平成 2・3・4 年度科學研究費補助金一
般研究（B）研究成果報告書　東洋文庫　1993 年）には『太平御覽』に引用されて
いる『魏志』の中には裴注の文章を加えて『魏志』の本文として引用している場合
があることが指摘されており，拙稿１においても『吳志』本文と裴注所引史籍との
混合文が存在することを指摘している。
　　加えて，本論文注７で引用した『建康実錄』卷二十のように，『吳書』や『江表傳』
からの引用はどこまでなのかがわからない上に，『三国志』巻四十八孫皓傳本文とも
類似しているといったことにも注意が必要である。『江表傳』佚文でも，同様の例が
『御定佩文韻府』（卷一之三・上平聲・一東韻三・公・十八公所引『江表傳』は孫皓
傳裴注所引『吳書』と類似，卷八十五之三・去聲・二十六宥韻三・寇・盪寇將軍所
引『江表傳』は程普傳本文及び評が混入していると思われる）や『御選古文淵鑒』（巻
二十三・晉・張悛・爲吳令謝詢求爲諸孫置守冢人表所引『江表傳』は『三國志』孫
破虜傳裴注所引『吳書』とほぼ同じ），『古今図書集成』（第一百十九卷・方輿彙編・
坤輿典・建都部・紀事所引『江表傳』は『三國志』陸凱傳本文とほぼ同じ）にも存
虞溥『江表傳』について（ 59 ）
在している。
　　類書などの書籍における引用典籍の表記が厳密でないことに関連して，『太平寰宇
記』卷九十所引『江表傳』を見ると，
又虞溥江表傳云：「按晉書：蘇峻初平，温嶠議遷都豫章，三吳之豪請都會稽，
二論紛紜，未有所適。揚州刺史，司徒王導曰：『建康，古之金陵，舊爲帝里，孫
仲謀，劉玄德 言王者之宅，今宜時定。』帝從焉。其所會幽、冀、青、兗之士，秦、
鄭、周、韓之人，五方雜會，各得所理，即晉室之興也。」
（『太平寰宇記』卷九十　江南東道昇州）
　とあるが，『江表傳』の編纂年代に諸家『晉書』が編纂されていなかったと考えられ
ることや文中に登場する王導よりも『江表傳』の編纂年代が前であることから，筆
者はこの一文を『江表傳』佚文と考えていない。
38　他にも，張嶷・費禕に関しては，『北堂書鈔』卷一百二十六・武功部十四・鞭
六十一所引『江表傳』と張嶷傳・費禕傳がほぼ同じ内容である。
